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1 研究の背景と概要 
　発生する海難の多くは沿岸域で起こっている．その沿岸域の漂流予測精度の向上を目的として，高解像度の
海況予測手法の開発を行った． 
　空間的に粗な衛星海面高度計データを，高解像度数値モデルに同化し，島嶼周辺の複雑な流況を計算した． 

2 使用するデータと計算手法 
　使用した衛星海面高度計データは，CNES（Cntre National d'E'tudes Sptiales Archivage） 
AVISO（Validation et Interpre‘tation des donne’es des Satellites Oce‘anographiques）の FTPサイトからダ
ウンロードできる near realtime の merged data である．衛星海面高から，海域ジオイドモデル（笹原ほ
か，2006）のジオイド高を引いて，30分メッシュの力学的海面高を計算し，同化に用いた． 
　数値モデルは，1分メッシュの 1.5層モデルである．Kim and Yoon（1996）の inverted topography の手法を
用いて，浅海部の地形の効果を取り入れている．水深 50～600m では水深を層厚とし，600以深の層厚は　
600m，50m以浅は陸地とした． 
　開境界部の境界条件には Orlanski（1976）の放射境界条件を用いた． 
　海面高度データの同化手法には，最適内挿法を用いた． 
　計算領域は，伊豆諸島周辺の 137.5E～141.5E，31.0N～36.5N とした． 

3 結果 
　図1 に，層厚の分布（グラデーションおよびコンタ）と同化データの分布（赤丸印）を示す．図2 に計算された 
2010年 1月 6日の伊豆諸島北部の海況を示す．島嶼周辺および浅所周辺に複雑な流れがあらわれている．
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図1 計算領域の層厚分布（50～600m） 
　　　と同化データ位置（赤丸）


図2 計算された伊豆諸島北部の流況 
　（水色：～0.5kn，青：0.5～1kn，赤：1kn～）



